
 

 

 

 

 

 

 

      

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金杉小学校 学校だより 

第４号７月号 

令和５年７月３日 

〈在籍児童数〉 

男子   ９６名 

女子   ９２名 

計 １８８名 

１ 土 環境整備③8：00～ 

２ 日  

３ 月 放課後子ども教室 

４ 火  

５ 水 給食費集金日 

６ 木 第２回学校運営協議会 クラブ 放課後子ども教室 

７ 金 全学年５時間授業 

８ 土  

９ 日  

１０ 月 ４時間授業（１～３年） 放課後子ども教室 PTA 校内清掃 

１１ 火 ５時間授業（４～６年）図書返却日 

１２ 水             大掃除週間 

１３ 木        放課後子ども教室 

１４ 金     着衣泳（５・６年） 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月 （祝）海の日 

１８ 火 全学年４時間 給食終了日 

１９ 水 特日４時間（12：05 下校） 

２０ 木 ３時間授業 終業式 一斉下校 

２１ 金 林間学校５年（福島県 会津・猪苗代）  夏季休業日 

２２ 土  

２３ 日  

２４ 月  

   

   

   

   

8/26 土 PTA 親子除草（7：00～） 

２７ 日  

２８ 月 ３時間授業 第２学期始業式 

２９ 火 ４時間授業（１～３年）５時間授業（４～６年） 給食開始 

３０ 水    発育測定 

３１ 木    夏休み作品展（～8/1） 放課後子ども教室 

〈第２回学校運営協議会〉 

・７月６日（木）9：30～11：00 

・１学期の教育活動について 

☆傍聴希望の方は教頭までご連絡ください。（要手続） 

浄水場見学（４年生） 

 コロナにより見学が中止されていた浄水場見学が

今年から行えるようになりました。庄和浄水場へ４年

生が見学に行きました。施設見学の他に、水をきれい

にする実験やきれいになった水を泳ぐ川魚（浄水場の重要スタッ

フだそうです。）を楽しみながら見学することができました。 

交通安全教室（自転車）を行いました 

 ６月２７日に３年生以上を対象に交通安全教

室を行いました。金小の周りは交通量も多く、

交通安全には十分に気を付けなければなりませ

ん。学んだことを実践し、交通事故にあわない

ように気を付け 

ましょう。 

 

 

 

 

 

楽しい夏休みにするために 

 もうすぐ子どもたちがたのしみにしている夏休

みがやってきます。夏休み中の事故防止に向けて

学校では次の点を指導します。ご家庭でも話題に

していただきご指導ください。 

①規則正しい生活リズムで健康に！ 

②交通事故に気を付けよう！ 

③水の事故に気を付けよう！ 

④不審者（車）に気を付けよう！ 

⑤１学期のまとめは夏休みのうちに！ 

⑥地震や竜巻、水害への対応を考えておこう！ 

ＨＰアドレス http://matsubushi.ed.jp/kanasyo/ 

８/11～16 は学校閉庁日

となります。 

ていねいな言葉づかいについて 

校長 鷲林 潤壱 

暑い日が続いていますが、子供たちは、毎日、学習や運動に元気に取り組んでいます。また、地域

の方からご心配の声をいただいていた登校班につきましても、一列で安全に登校できるようになっ

てきています。しっかりと安全帽をかぶり、朝のさわやかなあいさつが響き渡るようになってきまし

た。4月から３か月がたちましたが、どの子も一段と大きく成長してきているようで、とてもうれし

く思っているところです。 

 さて、本校では、学校経営方針でもお示ししているとおり、「ふれあいいっぱいの心豊かな児童を

育成する」ことを目指しています。そして、「ふれあいいっぱいの合い言葉」の一つとして、「思いや

りいっぱい」を実践しています。私は、「思いやり」とは、「相手の立場に立って考え、行動すること」

と考えています。相手の立場に立って、「明るい笑顔のあいさつ」「温かい言葉づかい」「なかよくみ

んなと遊べる」･･･そんな児童を育成したいと考えています。 

 ７月の生活目標は、「ていねいな言葉づかいをしよう」です。これを６月末に行われた職員の生徒

指導研修会で共通理解しました。具体的には、「～です。」「～ます。」で話すことを目標とします。私

は、とてもよい生活目標だと思っています。本校の経営方針「思いやりいっぱい」にも通ずることで

す。そして、「開運！なんでも鑑定団」でも有名なブリキのおもちゃコレクター、北原照久さんがこ

んなことを言っています。 

 

 

 

 

本来は、「ツキ」を上げるための言葉なのですが、私は、「自分の心や未来は、自分の発した言葉で

つくられる。汚い言葉や、嫌な言葉を発するとそういう人間になってしまうよ。」と捉えています。

我々は教師なので、教室の言語環境にも気を配ります。子ども同士の言葉づかいはどうだろうか？先

生（自分）の子どもに対する言葉はどうだろうか？･･･これらのことを振り返りながら、7 月の生活

目標「ていねいな言葉づかいをしよう」を達成していきます。 

ご家庭でも、思いやり、特に「言葉づかい」について話題にしていただくなど、引き続きご理解ご

協力をいただけると幸いです。 

 

 

参考までに、この言葉の本来の意味を載せておきます。 


